
【資料２】 

議題（２）外国語活動の取り組みについて 

 

１ 現状 

本年度から第３学年・第４学年で週１時間（年間 35 時間）、第５学年・第６学年に

おいては週２時間（年間 70 時間）の外国語の授業を先行実施することに伴い、現在

の業務委託によるＥＬＴの配置は、第５学年・第６学年で１時間分のみのため、学級

担任が１人で指導する必要があり、教職員の指導力向上に取り組んでいる。 

２ 課題 

・ＥＬＴや専科教員の増員が十分ではない。 

・現在の業務委託契約の形態では、学校からの指示ができず、教員と英語指導講師 

のパートが分かれていたり、授業に関する事前・事後の打ち合わせを教員とＥＬＴ

が直接行うことができない等、効果的な授業の実施が難しい。 

３ 平成３１年度の取り組み 

（１）ＥＬＴ（英語指導講師）からＡＬＴ（外国語指導助手）へ 

ＥＬＴは、English Language Teacher（英語指導講師）を意味しており、これまで

の業務委託の実態からすると適切であったと言える。しかし、この度の学習指導要

領の改訂により、学級担任主導の授業形態を取っていくことを基本とし、併せてネ

イティブ・スピーカーの活用に努める等の指導体制の充実を図っていくことが望ま

れている。そこで、ＡＬＴ Assistant Language Teacher（外国語指導助手）という

役割がこれからは適切であると考え、外国語指導助手業務の契約形態を業務委託契

約から労働者派遣契約に切り替えることとした。 

（２）ＡＬＴの増員 

小学校の第５学年・第６学年において週２時間、第３学年・第４学年で週１時間す

べての外国語科及び外国語活動にＡＬＴを配置するために、現在、小学校に３名配

置していたものを３名増員し、合計６名を配置することとした。 

 

【平成３０年度まで】 

 

 

【平成３１年度から】 

≪業務委託≫ 

 

 

 

 

≪派遣契約≫ 

 

 

 

 

 

業者に指揮命令権があり、学校が直接指示できない。 学校に指揮命令権があり、ＡＬＴに直接指示できる。 

 

遅刻欠勤連絡 
勤務日変更  

遅刻欠勤連絡 
勤務日変更 

遅刻欠勤連絡 遅刻欠勤連絡 業者 

ＥＬＴ 

業者 

ＡＬＴ 

 

教育委員会 

学 校 

雇用関係 

 
指揮命令権 

小学校：３名のＥＬＴ 
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